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７．現在までの進捗状況

アントラセン　多量体　電荷輸送特性　単分子膜

３．研究課題名

区分 （2）おおむね順調に進展している。
理由
本研究達成に向けて鍵となる電荷輸送部位の合成に関して、これまでに報告例のないアントラセン多量体の合成ルートの確立に成功した。また、本合成ルートを
さらに展開することで、より長いアントラセン多量体の合成が可能であることが示唆された。現在、合成した多量体の単結晶作製と電荷輸送特性評価を検討中で
ある。また、合成した分子系を電極上に担持する手法として、自己組織化単分子膜形成を用いるが、それに必要な基板への吸着部位の合成にも着手しているた
め、研究計画全体としては概ね順調に進展している。
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１．研究種目名　　　 18K14190

部局

本研究では、広いpi共役系を有する剛直な有機半導体分子と柔らかな部位を組み合わせ、系全体が適度に高い結晶性と自由度を維持することで、結晶性膜並みの
電荷輸送特性を示す柔らかい分子集合系を電極上に構築することを目的とする。本年度は、電荷輸送層として、2,6位で連結したアントラセン多量体に着目し、
その多量体合成を行なった。この際、多量体化するに従い溶解性が低下するため、通常の手法では合成が難しい。そこで、溶媒に可溶な前駆体に対し、最終段階
で光照射によって目的の化合物に変換する「光変換型前駆体法」を用いて、これまで合成が達成されていなかった、３量体以上のアントラセン多量体の合成を
行った。 
まず、アントラセン多量体（３-５量体）を、市販の化合物から数ステップを経て合成することに成功した。吸収スペクトルを測定したところ、アントラセン部
位に由来するpi-pi＊遷移に相当する吸収、ジケトン部位に由来するn-pi＊遷移に相当する吸収が見られ、470 nm程度の光を照射することによって、対応するア
セン化合物へと定量的に変換できると予測された。合成した化合物に対し、脱気条件下、メタルハライドランプを照射することで、光変換反応を行なった。ま
ず、NMRチューブ中の多量体に対して光照射を行ったところ、光照射前に観測されていたピークが徐々に観測されなくなり10分程度で完全にピークが観測されな
くなった。これは光反応前駆体が不溶性のアントラセン多量体へと変換されたことを示唆している。次に、多量体のジクロロメタン溶液に対して光照射を行った
ところ、n-pi＊遷移に相当する吸収がなくなり、光照射前には確認できなかったピークが新たに出現した。さらに、薄膜に対して光照射を行ったところ、同様に
光変換反応が進行することを確認した。 
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９．次年度使用が生じた理由と使用計画

１０．研究発表（平成３０年度の研究成果）

〔雑誌論文〕　計1件（うち査読付論文　1件／うち国際共著　0件／うちオープンアクセス　0件）

2018年

〔学会発表〕　計5件（うち招待講演　1件／うち国際学会　1件）

2019年
 ４．発表年

日本化学会第99春季年会

 １．発表者名
角田 暢、林 宏暢、山田容子

 ３．学会等名

有

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁
Chemistry - A European Journal

光変換型前駆体法を利用したアントラセン多量体の合成
 ２．発表標題

An Ethynylene-Bridged Pentacene Dimer: Two-Step Synthesis and Charge-Transport Properties
 ２．論文標題

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －
 オープンアクセス  国際共著

14916～14920

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無
10.1002/chem.201803002

次年度使用額が生じた理由：目的とする化合物の合成法を早い段階で確立できたため、条件検討に必要と思われた溶媒や試薬を大幅に節約できたため、消耗品の
支出が減少した。また、目的化合物の合成ルート確立に伴い、その大量合成と誘導体合成を優先したため、デバイス作製に必要なシリコン基板などを平成３０年
度中に購入する必要がなくなったため。 
次年度使用額の使用計画：合成に必要な触媒・有機溶媒・試薬や、デバイス作製に必要なシリコン基板などの消耗品の購入費、及び、成果発表のための旅費とし
て利用する。 

 １．著者名  ４．巻
Kawano Koki、Hayashi Hironobu、Yoshimoto Shinya、Aratani Naoki、Suzuki Mitsuharu、Yoshinobu
Jun、Yamada Hiroko

24

 ５．発行年

今後は、これまでに確立した合成ルートを発展させ、自己組織化単分子膜形成可能な多量体の合成を進めるとともに、その電荷輸送特性の評価を行う。具体的に
は、下記を推進する。 
（１）さらに長い多量体として、７量体及び９量体の合成を行う。多量化の度合いが、構造・物性・電荷輸送特性に与える影響を評価する。 
（２）合成した多量体に基板への吸着部位を導入し、シリコン基板上などに自己組織化単分子膜を形成させる。吸着部位と電荷輸送部位を結ぶリンカーの長さや
吸着部位の種類が単分子膜形成に与える影響を評価し、吸着部位の最適化を行う。 
（３）得られた単分子膜を用いたトランジスタを作製し、その電荷輸送特性を評価する。 

８．今後の研究の推進方策
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2018年

2018年

2018年

2019年

日本化学会第99春季年会

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

On-surface synthesis 2018（招待講演）（国際学会）

第29回基礎有機化学討論会

第55回 フラーレン・ナノチューブ・グラフェン総合シンポジウム

 ３．学会等名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Hironobu Hayashi, Hiroko Yamada

加藤祐希、林宏暢、松本彬伸、敷田蒼、相澤直矢、安田琢麿、山田容子

Hironobu Hayashi, Hiroko Yamada

イプチセン骨格を導入したアントラセン誘導体の合成と有機ELへの応用

Visible-light-induced photodecarbonylation of alpha-diketone-type large acene precursors on Au(111) surface

屈曲した前駆体構造を利用した環状化合物の合成

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

佐藤 静香、林 宏暢、荒谷 直樹、山田 容子

 ２．発表標題

 ２．発表標題

On-Surface Synthesis of Self-Assembled Graphene Nanoribbon from Partially Fluorinated Precursors
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〔図書〕　計0件

計0件（うち出願0件／うち取得0件）

１２．科研費を使用して開催した国際研究集会

計0件

１３．本研究に関連して実施した国際共同研究の実施状況

－

１４．備考

－

１１．研究成果による産業財産権の出願・取得状況
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